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研究成果の概要（和文）：本研究では、1990 年代以降の社会変動期のロシアの若年層をとりま
く状況と意識の変化についての調査・考察を行った。第１に、ロシアの大学生の就職活動を取
り巻く問題と学生たちの意識についての調査研究を実施した。第２に、大学の市場化、社会で
の役割や地位の変化が、大学生に及ぼす影響について研究した。第３に、ロシアを含む旧社会
主義国で実施された過去の社会調査研究の成果を検討した。第４には、ロシアの社会調査研究
に関する成果の公開に取り組んだ。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the life and values of 

young generation in Russia in the last two decades. Firstly, Survey on the job hunting and 

changing values of the Russian students was conducted. Secondly, commercialization and 

changes of the Russian higher education system were analyzed. Thirdly, I reexamined 

validity of conclusion drawn from previous social surveys that were conducted in the former 

communist regime countries including Russia, and finally opened the result of these 

studies on the website. 
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１．研究開始当初の背景 

ソ連崩壊後のロシアでは、社会主義イデオ
ロギーの否定、教育予算の不足などによる教
育機関が混乱、若者の高失業率、新規学卒労

働市場の瓦解などが指摘されているように
（Даффлон: 2008, 堀江: 2003）、体制転換
は若者が社会化するための機能を大幅に低
下させた。 
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イギリスの社会学者 D. Lane やロシアの
社会学者 О.クリシュタノフスカヤ
（Крыштановская）は、ソ連時代とソ連崩
壊後のエリート層の周流と再生産を、T. 

Gerber はソ連時代の共産党の幹部や党員で
あったことが社会移動に有利に働いたこと
などを実証したが、ソ連崩壊以後の若年層の
継続的な意識や階層化にかんする量的研究
は、Д.コンスタンチノフスキー
（Константиновский）や В.マグン（Магун）
らの研究に限られていた。また、プーチン元
大統領（元首相）を支持する若者組織「ナー
シ（Наши）」の活動が、単なる政治組織では
なく高等教育機関をもっているなど、社会変
動期に生まれた特異な若者組織として注目
されている（Громов: 2009）。 

報告者がウラジオストクの極東国立総合
大学の学生に対して 2000 年と 2004 年に実
施した調査結果を分析したところ、2000 年
には学歴や仕事そのものの面白さを重視す
る学生が多かったのが、2004 年には個人的
な感情や仕事上得られる特典に重きをおく
方向に変化しており、日本の青年心理学の分
野でも確認されている「私生活主義」の傾向
がみられた（拙稿 2009）。上述のマグンの調 

査結果でも、尊敬される仕事や責任ある仕事
の価値は 1999 年から 2004 年にかけて低下
する傾向にあった。続いて報告者が実施した
2008 年のプロテスタント教会の信者たち
（主に 20―30 代）に対するインタビュー調
査では、社会が混乱する中で、居場所を失い、
麻薬中毒などの問題をかかえたうえで、最終
的に教会にたどりついた若者の事例が多く
みられ（各教会支部の責任者である牧師も 20 

代後半から 30 代の若い世代であった）、若年
層をめぐる社会問題は、プロテスタント教会
信者の急速な拡大の一因になっていること
がわかった（拙稿 2008）。 
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２．研究の目的 

研究開始当初の背景にあげたように、ロシ
アの社会変動が若年層に与えた影響とその
結果は多岐にわたっている。報告者は、本研
究の目的として、報告者自身が量的・質的に
わたって実施してきた時系列の社会調査を
引き続き分析すること、ロシアや旧社会主義
国で実施されてきた既存の社会調査の再分
析をすること、さらに現代的な若年層の問題
を把握するための調査を実施することによ
って、ロシアの若年層の意識の実態を明らか
にすることとした。 

 

３．研究の方法 

第１に、報告者が学位論文執筆以来取り組
んできた、ロシア・ウラジオストクでの極東
連邦大学（旧極東国立総合大学）における時
系列比較調査を継続して実施し、データの整
理、分析を行った。第２に、若者の意識に大
きな影響を与える雇用にかんする研究を行
った。具体的には、ウラジオストクの極東連
邦大学学生就職活動・実践組織課、モスクワ
のロシア国立高等経済大学やロシア国立人
文大学のキャリアセンターで、大学生の就職
活動の現状と大学による支援の取り組みに
ついてインタービュー調査を実施した。第３
に、既存の社会調査の整理・再分析の一環と
して、1992-93年と 96年にアメリカの社会
学者 M.Kohn らがウクライナで実施した職
業とパーソナリティ調査の再分析を行った。
第４には、報告者の研究成果公開のためのホ
ームページを作成した。 

 

４．研究成果 

 1990 年代以降の社会変動期のロシアの若
年層をとりまく状況と意識の変化について
研究した。 

 第１に、ロシアの大学生の就職活動につい
ての情報、例えば、大学生の労働市場、仕事
に対する意識、若い専門家の地位、人材の流 

出、高等教育の役割の変化などについて調査
し、研究した。極東連邦大学学生就職活動・



 

 

実践組織課長の Г.ポポフ氏へのインタビュ
ー、ロシア国立高等経済大学やロシア国立人
文大学のキャリアセンターでのインタビュ
ーを実施し、ウラジオストクやモスクワの大
学機関による、学生への就職活動支援につい
ての調査結果の成果の一部については、『ユ
ーラシア研究』に執筆した。ウラジオストク
では労働力不足が問題となっているが、必要
とされている労働力は、主に外国人労働者が
担っている建設労働である。それに対し、高
等教育を受けている学生の多くは経済やマ
ネージメントを勉強しており、若年労働市場
の需要と供給のミスマッチが生じている。こ
のような事情から、大学生が APEC景気の恩
恵を受けることができなかったこと、人文・
経済系の大学の就職支援活動が無駄になり
かねず、極東からの若者の人口流出を促進し
ていることなどについて指摘した。 

 またロシアの大学の就職支援活動の特徴
として、教職員と学生が協力して運営してい
る点を指摘した。日本のキャリアセンターで
は、学生はお客様扱いであるのとは、大きく
異なっている。自立して進路を見定めるため
にも、職業経験に準ずる経験を与える機会と
しても、社会人との接点をつくる場所として
も、キャリアセンターが役立っている点は、
日本の大学で活用されるべきであろう。 

 第２に、ロシアを含め、グローバル化の最
中に世界中で生じている、大学の市場化、役
割や地位の変化についての研究を行った。ロ
シア国立高等経済大学の社会学部の Л.コサ
ルス氏、Я.ローシャ氏、И.パヴリュートキン
氏から、現在のロシアの大学生をとりまく問
題についての資料の提供を受けた。ロシアで
は、私立大学だけでなく、有名国立大学の分
校が各地に設置され、急激に大学の大衆化が
進展している。徴兵制との関係も含めての研
究が必要であることがわかった。 

また、日本の事例として、近年の大学カリ
キュラムへの資格取得教育導入の意義と成
果について研究した。『神戸国際大学経済文
化研究所年報』では「とりあえず資格という
気持ち」を「実際の学習行動」にうまく結び
つけていくしくみづくりこそが重要である
という結果を導き出した。 

 第３には、旧社会主義国で、ロシアよりも
社会調査研究が進んでいた地域、すなわちウ
クライナ、ポーランド、チェコ、ハンガリー
で実施された、過去の調査研究の成果を検討
した。例えば、1992-93 年と 96 年にウクラ
イナで実施された職業とパーソナリティ調
査データの二次分析を行い、社会変動期の労
働者の地位と意識の変化の関連性や使用言
語（ロシア語・ウクライナ語）と地位の変化
などについて分析し、比較経済体制学会で報
告した。またソ連からの干渉を受けながらも、
ポーランドを中心として独自の発展を続け

てきた東欧の社会学研究、社会調査について
研究した。 

 第４には、ロシアの社会調査に関する研究
成果の公開に取り組んだ。報告者がモスクワ
とウラジオストクで実施した調査研究結果
を海外の研究者に公表するために、英文によ
る論文を  "Kobe International University 

Review" に執筆した。 

さらに、日本での研究成果の公開のために、
ホームページ『ロシア社会への扉』を開設し
た。開設にはこぎつけたが、現在のところコ
ンテンツは十分ではない。今後、ロシアの若
年層をとりまく社会や意識を中心とした報
告者自身の調査研究結果や、ロシアで実施さ
れた各種世論調査の結果などについて日本
語で解説したコンテンツを、順次追加をして
いく予定である。 
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